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1. はじめに
音楽鑑賞は電子機器の普及に伴い，様々な形態で多
くの人々に親しまれるようになってきた．演奏者が演
奏に込めた意図や解釈が鑑賞者にどのように伝達され，
理解されていくのかを明らかにすることは，音楽鑑賞
の様相を明らかにする上で重要であるが，その実態に
ついては未だあまり分かっていない．また演奏におけ
る意図の伝達に関する研究において，多くの聴取者か
らデータを収集し分析する必要があるが，COVID-19
の感染拡大により，現在は収集することが以前よりも
困難になっている．
本研究では，演奏音声や映像を視聴することで聴取
者が読み取るフレーズ構造を収集，分析することを目
的とする．その上で聴取者が読み取ったデータを入力
することができる Web ベースのシステムを構築し，
データ入力における規則に沿っているかをチェックす
る機能，聴取者の視線移動を軽減するための機能など
を加えることで，上記の問題の解決を図る．

2. 音楽における意図伝達

2.1 意図伝達の過程
図 1は音楽が鑑賞者へ伝わるまでの過程を表す．演
奏を通して鑑賞者に伝達される演奏者の意図や解釈は
さまざまあり，一様ではない．その理由として，演奏
者に関する要因と鑑賞者に関する要因の二つが挙げら
れる．演奏者に関する要因として演奏者の解釈や読み
取った意図，スキルに多様性があること，鑑賞者に関
する要因として音楽知識や経験の多寡，嗜好の違い，
さらに聴取環境などに代表される「場」の影響がある
と考える．
そのような演奏の意図の伝達に関する研究は数多く
存在し，「形容詞」を対象とした感情に関する研究 [1]
や，音楽構造の一つであるフレーズ構造に焦点を当て
た研究 [2] などが例として挙げられる．また演奏の意
図の伝達における「場」の影響に関連して，演奏動作
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図 1 音楽が鑑賞者に伝わるまでの過程

図 2 階層的フレーズ構造の例．フレーズ上の丸印
は頂点を表す

などの視覚情報による影響を分析した研究がある．藤
坂らは視覚情報がフレーズ構造聴取に与える影響を分
析し，クラシックピアノソロの演奏に対して演奏映像
をつけることでフレーズ構造の伝達度が低くなるとい
う結果を報告した [3]．この研究では COVID-19に関
する問題に対して，Webシステムを構築しデータ収集
をすることで解決したが，収集する楽曲に合わせたシ
ステム実装をしていたため，多数の楽曲の収集が困難
であるという汎用性に関する問題がある．
2.2 フレーズ構造の意図伝達
本研究で収集するデータとして，音楽構造の一種で
あるフレーズ構造に着目する．このフレーズ構造は，
GTTM におけるグルーピング構造に準拠したものと
する（図 2）．フレーズ構造は演奏される音や演奏者
の身体動作などの演奏表現を通して聴取者に読み取ら
れ，演奏者が解釈したフレーズ構造と，聴取者が読み
取ったフレーズ構造が合致するほど，演奏者の意図が
正しく伝達されているといえる．

3. フレーズ構造入力システムの実
装

オンライン上でのフレーズ構造データ収集が可能な
Webベースの入力システムを構築した．本システムの
画面例を図 3に示す．
演奏映像情報を伴うフレーズ構造聴取実験を行う
場合，演奏映像を視聴しながらデータを記述してもら
う必要がある．その際に発生する大きな視線移動は聴
取者の負担増大につながり，集中して聴取することが
困難になると考えられる．また実験に音楽初心者が参
加することも考えられるため，そのような人が容易に
データ入力をできるようにする必要もある．そこで聴
取者の負担の軽減や，データ入力を容易にできるよう
にすることを目的として，(1) 五線譜に書き込む入力画
面，(2) 映像情報を提示するプレーヤー，(3) 視聴する
演奏の再生位置を表すスクロールバーの表示，(4) 入
力されたフレーズ構造の文法チェッカー，(5) リアル
タイム入力が可能なメモモードの五つのユーザーイン
タフェースを用意した．



図 3 提案システムの画面例

3.1 スクロールバーの表示
スクロールバーを表示する上で，各音符の発音開始
時間と楽譜上の音符の座標が必要となる．ここで演奏
を録音したMIDIがある場合，各音符の発音開始時間
を容易に求めることができる．しかし一般に演奏には
装飾音や弾き間違いなど楽譜に含まれない音が存在す
るため，MIDI ノートと楽譜上の音符を対応付けるこ
とは難しい．そこで本システムでは，楽譜上の音符と
機械演奏（テンポ，装飾音などの観点から楽譜通りの
演奏）のMIDIノートのマッチング，機械演奏と生演
奏のMIDIノートのマッチングの 2つを組み合わせる
ことで楽譜追跡を実現する．後者において Symbolic
Music Alignment Tool [4]を利用することで実験実施
者の手間を軽減する．
3.2 メモモードについて
聴取実験を行う上で音楽演奏や鑑賞の経験が少ない
音楽初心者が対象となることも想定される．フレーズ
構造の入力システムを使用した研究 [5] において，聴
き取ったフレーズ構造を書き起こすこと自体が難しい
という意見が楽器演奏経験の少ない被験者から出た．
その理由として，聴取者が音楽を聴きながら聴き取っ
たフレーズ構造を出力するまで記憶しておく必要があ
ることと，聴取している音楽が現在演奏されている位
置を楽譜上の音符と対応付けることが，音楽初心者に
とって困難であったのではないかと考える．
この問題を解決するため，楽譜部分の注視なしに，
演奏を聴取しながらリアルタイムに，かつ少ない操作
でフレーズ構造を入力できるメモモードが実装され
ている．具体的には演奏を再生しながら楽譜上の任意
の部分をクリックすることで，クリックした時に演奏
されている音符が始点となるフレーズを，連続で入力
することができる．これによって聴取者は聴き取った
フレーズ構造を記憶することなく入力，確認すること
ができるようになり，聴取者の負担軽減やより正確な
データの記述につながると考えられる．

4. フレーズ構造の聴取実験
演奏者の姿の有無でフレーズ構造の伝達に差が生ま
れるのかを明らかにすることを目的として，提案シス
テムを用いた聴取実験を行う．先行研究 [3] では扱わ
れなかった音楽初心者を対象とすることで，楽器演奏

経験の有無によるフレーズ構造の伝達度合いについて
も比較できるようにする．
4.1 被験者・実験刺激
被験者は学校教育以外での楽器演奏経験の無い者と

する．実験刺激に関しては条件を先行研究と同様にす
ることで比較できるようにする．楽曲として演奏表情
データベース PEDB [6]に所収されている Beethoven
のピアノソナタ「悲愴」第 2楽章の冒頭 8小節を採用
する．演奏映像には PEDB に収録されているビデオ
を用いる．このビデオは演奏者の横側から撮影され，
演奏者の全身，表情，手の動きが見えるものである．
演奏者はフレーズ構造の類似性が低く，身体動作の違
いが分かりやすいピアニスト 5人とする．
4.2 手続き
実験についてとシステムの使い方をオンラインで説

明した後に，演奏映像を視聴してもらい，聴き取った
フレーズ構造を提案システムで入力してもらう．提示
する演奏映像は 5人のピアニストによる「映像なし」，
「映像あり」の 2種類の映像，計 10本とする．
4.3 演奏者と聴取者間のフレーズ構造の類

似度
演奏者の意図したフレーズ構造がどれだけ伝達され

たかの度合いとして，先行研究 [2,3]で用いられた，フ
レーズ構造の類似性判定のためのデータを用いる．具
体的に，フレーズの開始音，頂点音，終了音のそれぞ
れに対して，演奏者と聴取者が捉えたフレーズ構造の
音符集合適合率の調和平均とする．

5. まとめと今後の予定
本研究では演奏音声や映像を視聴することで聴取者

が読み取るフレーズ構造を収集，分析することを目的
とし，演奏映像を視聴しながらフレーズ構造の入力が
できるWeb ベースのシステムを構築している．構築
した入力システムを使用した研究で問題として挙げら
れた，音楽初心者がフレーズ構造を聴き取り，出力す
ること自体の難しさに対応するために，音楽を聴取し
ながらリアルタイムに入力することができるメモモー
ドを新たに実装することで，聴取したフレーズ構造を
記憶することなくシステムに入力することができる．
今後の予定として，4 節で述べた実験計画をもとにし
た，実験の実施と分析をする予定である．
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